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第３３回「全日本中学生水の作文コンクール」について 

 

 

水は人間や動植物といったあらゆる生命の源であり、社会経済活動に欠かす

ことのできない最も基礎的な資源であり、限りある資源でもあります。 

国土交通省では、水の有限性、重要性に対する国民の関心が高まり、理解が

深まるきっかけとなるよう、昭和５２年より、毎年８月１日を「水の日」、この

日を初日とする１週間を「水の週間」として定め、様々な「水の週間」関連行

事を行っております。この「全日本中学生水の作文コンクール」は、昭和５４

年より「水の週間」行事の一環として、次代を担う中学生の皆さんに、日常生

活での体験あるいはご両親や先生方から学び聞いた話などをもとに、「水につい

て考える」というテーマで実施しているものです。 

第３３回を迎えました今年は、普段当たり前のように使っている水について

の理解を深めるとともに、皆さんが暮らしの中で体験している水にまつわる話

や身近な方から学び聞いた話などをもとに、水についての考えや今後の水の使

い方についてまとめてもらう形で募集を行いました。 

その結果、全国（海外を含む）の中学生から過去最高の１９，６１８編（学

校数３６５校）もの応募がありました。今回は平成２３年３月に発生した東日

本大震災をテーマに水の大切さを表現した作品が多数あったほか、家族とのコ

ミュニケーション等を通じた日常生活における水の貴重さを表現したもの、美

しく豊かな水を未来へ受け継いでいくために水を大切にしていこうという気持

ちがよく表現されたもの等がありました。このたび、入賞作文３５編を作文集

にまとめましたので、多くの方にお読みいただき、学校やご家庭において、「水」

について考えるきっかけとしてご活用ください。 

最後に、作文コンクールの実施にあたり、応募された中学生の皆さんや担当

の諸先生方、またご多忙のところ審査をいただきました審査委員の先生方に厚

くお礼申し上げますとともに、ご協力いただきました都道府県、全日本中学校

長会、水の週間実行委員会及び独立行政法人水資源機構等関係の方々に深く感

謝申し上げます。 

 

 

平成２３年８月 

 

 

国土交通省水管理・国土保全局水資源部 
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